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黄櫨の会・自分史図書館だより 

〒８３３－００３２・ＴＥＬ０９４２・５３・８１２２ 
平成19年３月10日　筑後市野町４２８－８ 

これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

私の稀覯本ノート　その27 

○ 半眼抄～若杉　慧 
椎窓　猛  

　昨今、若杉慧という作家について

ご記憶の方はさして多くはないと思

われる。戦後一時期、『エデンの海』

といった小説を書いて知られたこと

もある。この一冊は、昭和47年、木

耳社の発行。定価1300円。堅牢な

装幀である。この作家は広島の師範

出でながい間教師を勤め、のちに高

名となった島尾敏雄の綴方をみてや

ったこともあるといった話もこの本

には書かれている。昭和５年ごろの

話だ。序に著者は「人生は結論も終

末もありはしない。人間みんな未完

成のまま死ぬ。それをそのまま観ず

るのが則天去私というものである」 

　私はこの作家の仕事に注目を払っ

ていた時期があった。 
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受贈図書紹介は今月休みます。 
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○ 生活にゆとりを 
　住みよい村づくり運動 
　－福岡県広川町における農業振興事業－ 

榊　正弘著  

　榊さんは、八女工業の卒
業でありながら、家業の農
業そして製陶業一筋、ふる
さと広川の土に生きた人の
貴重な村づくり報告書であ
る。終章に榊さんは、「非
農家の方もまた自分たちが
気持ちよく広川町で生活で
きるのは、農家の皆さんた
ちが森林緑を一生県命手入
れをし、水路の手入れを
し、川の水が汚れないよう
に努力している－という
理解が欲しいし、きれいな
農産物をお返しする」－
そんな村づくりをと率直な
提言。緑の環境につつま
れ、うるおいのある文化の
香り高い町をとの榊さんの
願い。 

○ 暁よする 
八女高等学校　　 
　第３回卒業生文集 

 

　はしがきに「第３回生の

結束は強い。毎月第３月曜

日には集まって「三月会」 

　この会の大将「直しゃ

ん」こと、平島直吉氏、平

成17年秋10月急逝。その

ありし日も偲びたいと、こ

の一冊。さらには、ここに

記した「自分史」を次代の

子や孫にも伝えたいと発行

の挨拶。 

　編集発行人の江里口充さ

んは、この冊誌の名簿に、

昭和28年卒業当時の同窓

会名簿を掲載しているのが

特色と語る。なるほど忠見

村やら光友村、福島、羽犬

塚町がちゃんと生きてい

る。 

○ 心のガーデニング 
　　　　読書の愉しみ 
 

　福岡市南区の六百田麗子

さん、矢野洋子さん、池田

典子さんたちの手による読

書ガイド雑誌。発行のたび

に自分史図書館へご恵贈い

たゞいる。１・２月号で

NO91冊目。表紙の植物ひ

とことメモ、田平靖子さん

の解説。「ハクサンボク

（白山木・山照ヤラテラ

シ）スイカズラ科の常緑低

木。深緑色の葉は強い光沢

をもつ故に山を照らす。宝

石のようなつややかな赤い

実をつけるとのこと。写真

は「くじゅう写真館」の川

上信也さん。 

編集掌記 編集掌記 
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閲覧希望の方は予め電話で 

ご確認下さい。 
 
貸し出しはしておりません。 
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